
１　経済動向に係る企業等の声（10-12月期）

地域の経済動向（令和6年10-12月期）
《道南（渡島・檜山）地域》

【建設業】 

・ 公共工事をメインとしており、販管費については燃料費等の高騰により経費が増加したものの、近々、

複数の大型工事が竣工予定であることから、昨年度に比べ売上高及び最終利益の増加が期待できる。

（建設業） 

・ 工事の売上高は順調に推移しているが、人手不足の状態にあり、ハローワークで募集をするも応募

がない状況が数年間続いている。昔は会合や行事などで会う機会が多く、誰がどのような状況か情報

が集まりやすかったため、若者に対しても個別にアプローチを行うことができたが、今は若者も減少

し、会合や行事も少なくなってアプローチしづらい状況となっている。外国人労働者の受入を検討す

るも、住居の提供が困難である。（建設業） 

・ 人手不足の状況が続いており、ベトナム、フィリピンの外国人技能実習生を数名、受け入れている

が、地域では外国人技能実習生を受け入れている同業他社が増えており、今後、受け入れが難しくな

る可能性がある。（建設業） 

・ 外国人の受入は行っていない。一人あたりの作業が草刈り、穴掘り、砂利運搬などと幅広く、技能

実習生の労働期間が最長５年では、戦力になる段階で会社からいなくなるのは厳しいほか、仮に外国

人を受入したとしても、人手不足のため業務を教えることができる社員がおらず、そのために工事受

注のキャパシティに限界が来ており、より多くの受注が難しいため、工事受注数増加での売上高増加

は見込めない状況。（建設業） 

・ 昨今の原料価格の上昇により、見積時点と工事時点で仕入れ価格が大きく変わってしまうなど、正

確な見積もりが出せない状況である。（経済団体） 

 

【製造業】 

・ ICT を使える人材が不足している。現場監督・作業員はもとより積算事務員も増えて欲しい。（造

船業） 

・ インターンの受け入れや、高専生や高校生をターゲットとした体験学習の開催を予定しているなど、

若手の確保に努めたい。（製造業） 

・ 業績は安定しているが、慢性的な人手不足にあり、年齢による退職者も増加する傾向にあるため、

ハローワークでの人材募集に加え、外国人労働者の受け入れを検討している。（木材製造業） 

 

【卸売・小売業】 

・ 施設の老朽化が顕著なため建て替えを検討しているが、あと何年事業を続けるかの問題もある。燃

料の高騰や地下タンクに対する補助金などもあると助かる。（小売業） 

 

【運輸業】 

・ 高齢化や人手不足が大きな課題であり、女性ドライバーを採用したいと考えているため、女子校な

どでチラシを配ることも検討している。まずは会社や仕事を認知してもらうため、高校での講演も行

っている。（運輸業） 

 

【サービス業】 

・ 調理師が不足している影響で、コロナ禍後の今でもディナーは再開出来ていない。新たな取組とし

てホテル内に外貨両替機を設置したところ、予想以上の稼働率で驚いている。市に対して、外貨両替

機の設置を進めていくよう要望する予定（宿泊業） 

・ 今後、更に高まっていくソフトウェアの開発スピードを更に上げることや IT エンジニアが首都圏

に集中しないよう自社の魅力をもっと発信していきたい。（情報通信業） 

 



 

（道南） 

・ 施設入居状況は良好。売上は一定数を維持しているが、外国人労働者の受け入れコストが高いため、

管理費が膨らんでいる。また、デイサービスについては採算が取れないため今年度で撤退する予定。

（介護・福祉） 

・ ハローワークほか求人サービスなどを駆使しているが、応募がない。外国人技能実習生を受け入れ

ているものの、日本語が不十分であるため人材育成で負担がかかってしまっている。技能実習制度に

より最長 5年しかいられないため、戦力になってもすぐ帰国してしまう。（介護・福祉） 

・ 会員企業の業績は概ね順調と聞いているが、人手不足の状況は変わらず、会員企業の訴えのトップ

はここ数年「人手不足」である。飲食店の廃業が相次ぎ、事業承継も順調とは言えない。（経済団体） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【直近の景況感】

【景況感の推移】

渡島信用金庫

道南うみ街信用金庫

R5-Ⅰ R5-Ⅱ R5-Ⅲ R5-Ⅳ R6-Ⅰ R6-Ⅱ R6-Ⅲ R6-Ⅳ

判断理由方向感

燃料及び原材料高、物価高であることから、「下
降傾向」と判断した。

次期業況DIは、△22.1ポイント悪化の予想と
なっており、売上高DI△19.2ポイント、収益DI△
30.7ポイントと共に減少予想となっている。
引続き、物価高、人手不足等の状況下におい
て、サービス業ではインバウンドを含めた観光
客の入込増加による良化が見込まれるものの、
その他すべての業種で閑散期でもあることから
悪化を予想し「下降傾向」とした。

判断理由

④ ⑤ ⑥ ⑦

非常に好調

次期見通し

好調 やや好調 普通 やや低調 低調 非常に低調

渡島信用金庫

道南うみ街信用金庫

現在の景況感

今期業況DIは、サービス業で国内旅行客やイン
バウンドの入込により良化傾向に変わりないも
のの、小売業と製造業では依然として改善の進
みが弱い状況にある。総体では△2.9ポイントと
マイナスから抜け出しておらず「やや低調」と判
断した。

２ 道内金融機関から見た地域景況感（10-12月期）

総合
生産
動向

消費
動向

道南地区では、観光業が回復基調となり、宿泊
や飲食が好調である。農業は天候不順で伸び
悩み、漁業は水揚げ量減少やコスト増加が影
響している。
よって全体では「普通」だと判断した。

① ② ③



R4-Ⅰ

△ 8

資料：(株)東京商工リサーチ北海道支社 資料：北海道労働局

【公共工事請負金額（百万円）】 【航空機利用による来道者数（千人）】

【企業倒産件数と負債総額（左軸：百万円）】 【有効求人倍率（倍）】

資料：北海道建設業信用保証（株） 資料：（公社）北海道観光機構

【新車登録台数（台）】 【新設住宅着工戸数（戸）】

資料：（一社）日本自動車販売協会連合会、（一社）全国軽自動車協会連合会 資料：国土交通省
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３ 業種別の業況感ＢＳＩ（企業経営者意識調査）
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